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市政だより

昭和54年 9月15白地876

人口の動き

8月 1日 現 在 前月比

人口計 6 4，8 2 0 -85 
男 31.2 0 7 -51 
女 33，6 1 3 -34 

世帯数 1 8，4 3 2 ー 15
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写真は弥勤寺郷の山添光雄さんのなし畑

収援の秋
み ろ〈じ

いま、 福重の弥勤寺地区では、福重なし、の出荷に

追われている。

品種は新世紀、二十世紀、菊水などだが、福重もん、

は甘くておいしいと評判。

出荷は県内が主体だが、東京方面からも引合いもあ

り、将来は県外出荷に意欲をもやしているつ

乙の作業が終ると、そろそろ本格的な秋を迎える。

と土産の味ミ
出荷に大わらわ
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/都書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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変
通
安
全
は

家
庭
で
の
話
し
合
い
か
ら

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
二

十
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

今
年
の
大
村
に
お
け
る
交
通
事

故
は
、
死
者
、
件
数
、
傷
者
と
も

数
年
来
の
減
少
傾
向
か
ら
逆
に
、

増
加
へ
転
ず
る
な
ど
憂
慮
す
べ
き

事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況
か
ら

O
子
供
と
老
人
の
事
故
防
止

O
自
転
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車

の
安
全
利
用
の
促
進

O
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
追
放

O
安
全
運
転
の
確
保
と
シ

i
ト
ベ

ル
ト
着
用
の
推
進

以
上
の
四
項
目
を
運
動
の
重
点

と
し
て
推
進
し
ま
す
。

交
通
安
全
は
「
家
庭
で
の
話
し

合
い
か
ら
」
を
推
進
す
る
な
か
で

お
互
い
の
立
場
で
参
加
し
、
市
民

総
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
の
絶
滅
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

〔
歩
行
者
は
〕

@
道
路
の
横
断
は
横
断
歩
道
や
歩

道
橋
を※ 

ニ
父
差
点
や
曲
り
角
で
は
必
ず
安

全
を
確
か
め
て

。
信
号
が
青
で
も
右
や
左
か
ら
曲

っ
て
く
る
車
に
注
意
し
て

。
夜
間
外
出
は
つ
と
め
て
明
る
い

服
装
で

〔自
転
車
刺
用
者
は
〕

。
安
全
点
検
・
整
備
を
確
実
に

。
二
人
乗
り
・
一
二
人
乗
り
な
ど
危

険
な
乗
り
方
を
し
な
い

。
右
折
・
左
折
の
合
図
を
確
実
に

。
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
そ
点
灯
し

反
射
材
な
ど
を
つ
け
て

〔
運
転
者
は
〕

9
月
幻
日
j

初
日

。
過
労
・
暴
走
運
転
を
し
な
い

。
「
ゆ
と
り
」
と
「
い
た
わ
り
」

の
気
持
で
運
転
、
特
に
子
供
と

老
人
に
は
気
を
つ
け
て

。
発
進
や
パ
ッ
ク
の
際
は
、
い
ま

一
度
車
の
ま
わ
り
の
安
全
を
確

か
め
て

。
シ

l
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
正
し
く
着
用
す
る

以
上
の
こ
と
に
注
意
し
、
交
通

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
あ
わ
せ

な
い
よ
う
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

市内における交通事故

年度 件数 互二到 傷 者

53年 102 6 134 

54年 6 221 

増減 十 87

全
身
で
風
を
切
っ
て
定
る
|
|

乙
の
快
適
さ
は
バ
イ
ク
な
ら
で
は

の
も
の
で
す
。

な
か
で
も
、
印
C
C
以
下
の
原

動
機
付
自
転
車
の
人
気
は
高
く
、

保
有
台
数
も
全
国
で
約
七
百
万
台

と
全
バ
イ
ク
の
七
割
以
上
を
占
め

最
近
で
は
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
増

加
が
目
立
ち
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
グ
バ
イ

ク
人
気
d

と
と
も
に
増
え
て
い
る

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

の
が
交
通
事
故
で
す
。

原
動
機
付
自
転
車
は
、
女
性
も

手
軽
に
乗
れ
る
半
面
、
四
輪
車
と

違
っ
て
全
身
が
常
に
外
部
に
さ
ら

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ひ
と
た
び

事
故
を
起
乙
す
と
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
事
態
を
招
く
こ
と
が
多
い

の
で
す
。

原
動
機
付
自
転
車
を
利
用
し
て

い
る
皆
さ
ん
、
運
転
に
は
次
の
よ

う
な
点
を
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い 8月20白現在

…
交
差
点
で
は

一
)「
お噌

…一時停止を
門
原
…

事
故
の
約
三
割
は
、
交
差
点
で

の
出
合
い
が
し
ら
に
起
き
て
い
ま

す
。
交
差
点
で
は
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
す
か
、
い
っ
た
ん
停
止
し
て
左

右
を
よ
く
確
め
て
か
ら
渡
り
ま
し

ょ，っ。
…
法
定
速
度
を
ヨ
』

江
戸
i
l
甚
O
)

;

-

…
守
ろ
う

d
J
M内
:
・

原
動
機
付
自
転
車
は
、
時
速
三

十
キ
ロ
以
上
で
走
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は

急
ブ
レ
ー
キ
の
原
因
と
な
り
、
転

倒
す
る
危
険
性
が
伴
い
ま
す
。
ま

た
、
急
発
進
も
事
故
の
も
と
で
す

かへ
ぶ'j，
ろ メ
うツ

j誌を;
ー .
4必ム

自
動
二
輪
車
に
よ
る
死
て
事
故

の
七
十
二
形
は
頭
部
損
傷
に
よ
る

も
の
で
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
J
I

S
規
格
の
も
の
な
ど
良
質
の
も
の

を
選
び
、
あ
ご
ひ
も
を
き
ち
ん
と

結
ん
で
正
し
く
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う

を見ほ
走えか
ろやの
うす車

L 、か
とら

ろ

車
体
が
小
さ
い
た
め
に
、
大
型

車
の
運
転
席
か
ら
は

P

死
角
4

に

入
り
や
す
い
の
で
、
注
意
し
ま
し

ょ
う
。
左
折
時
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
た
め
に
も
、
大
型
車
と
並
行
し

て
走
る
と
き
は
十
分
気
を
つ
け
た

い
も
の
で
す
。

忘占
れ検
ず整
に備

を i
(ok) 

;甑:

車
輪
、
ブ
レ
ー
キ
、
灯
火
の
三

点
は
、
い
つ
も
点
検
整
備
を
お
忘

れ
な
く
。
な
お
、
自
賠
責
保
険
の

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

未
加
入
の
人
は
す
ぐ
手
続
き
を
。

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い



市

立

病

院

の

面

会

時

間

午
前
9
時

l
午
後
8
時
ま
で
〉

※ 

(
日
曜
・
祝
祭
日
は

午
後

2
時

1
8
時
ま
で

大
村
係
(
東
三
城
町
六
!

一
)

環

境

美

化

功

労

者

を

表

彰

昭和54年 9月15日

⑨
①
①
③
③
②
⑧
⑧
 

十
月
九
日

応
募
締
切

乾

馬

場

町

内

会

な

ど

素敵なお嬢さんをグ

〔
ミ
ス
大
村
〕
賞
金
二
十

〔
準
ミ
ス
大
村
〕

賞
品万

円
と
副
賞

写
真
(
手
札
判
で
上
半
身
と
全

身
の
各
一
枚
)
と
別
紙
に
住
所

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
を
記
入
し
郵
送
ま
た
は
持
参

す
る
こ
と

送
り
先
大
村
商
工
会
議
所
ミ
ス

空
港
の
国
際
化
な
ど
に
よ
り
公

式
行
事
や
交
流
も
増
加
し
て
き
ま

す
が
、
加
え
て
大
村
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
、
市
民
意
識
の
高
揚
な
ど

観
光
振
興
の
一
環
と
し
て
，
ミ
ス

大
村
'
の
選
彰
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
友
だ
ち
ゃ
職
場
、
町

内
に
グ
ミ
ス
大
村
H

に
ふ
さ
わ
し

い
お
嬢
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら

ど
推
せ
ん
下
さ
い
。

応
募
資
格
市
内
に
六
カ
月
以
上

居
住
し
て
い
る
満
十
八
歳

t
二

十
五
歳
ま
で
の
未
婚
の
女
性
で

身
長
が
一
五
五
冊
以
上
の
方

※
た
だ
し
、
社
交
界
の
女
性
、
高

校
生
を
除
く

申
込
方
法
最
近
五
カ
月
以
内
の

大
村
市
衛
生
組
織
連
合
会
で
は

永
年
に
わ
た
り
地
域
の
環
境
美
化

に
功
労
の
あ
っ
た
人
を
表
彰
し
ま

し
た
。な

お
「
市
民
大
清
掃
」
は
、
台

風
接
近
の
た
め
実
施
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
九
月
二
十
一
日

t
二

十
七
日
ま
で
は
環
境
衛
生
週
間
で

す
。
公
園
、
広
場
な
ど
の
清
掃
を

町
内
ご
と
に
ご
計
画
下
さ
い
。

表
彰
を
受
け
た
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〔
団
体
〕

。
向
陽
高
校
イ
ソ
・
タ
1
ア
ク
ト
ク

-フフ

。
乾
馬
場
町
内
会

。
水
主
町
町
内
会

。
原
口
町
内
会

。
九
州
電
力
大
村
発
電
所

〔
個
人
〕

。
井
手
卯
作
(
弥
勃
寺
郷
)

。
溝
上
利
夫
(
矢
上
郷
)

。
堤
三
郎
(
向
陽
町
)

。
野
口
キ
ク
ノ
(
黒
木
郷
)

さ

賞
金
十
万
円
と
副
賞

※
詳
し
く
は
大
村
商
工
会
議
所
ミ

だ

ス
大
村
係
(
雷
③
|
四
二
二
二
)

の

J¥ 

く

街

ん

第
初
回
全
国
労
働
衛
生
週
間

せ

の

間

月

1
日

i

7
日

推

た

村
市
を
建
設
し
ま
し
ょ
う
。

「
わ
た
く
し
た
ち
大
村
市
民
は
健

康
で
仕
事
に
は
げ
み
楽
し
い
家
庭

を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。
」

(
市
民
憲
章
よ
り
)

ー一、。
、ー

な

ー

を

配

布

フ。

、ソ

タ

ノ

、、、
、、

り

あ

汚

水

の

浄

化

に

役

立

ち

ま

す

おおむ

当
ク
ラ
ブ
で
は
、
環
境
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
希
望
者
へ
配
布
し

ま
す
の
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

申
込
期
間
九
月
三
十
日
ま
で

配
布
日
十
月
七
日
午
前
九
時

t
正
午

配
布
場
所

タ
ッ
プ
ミ
ノ

l
は
、
西
洋
メ
ダ

カ
と
も
呼
ば
れ
、
汚
水
や
低
温
に

も
比
較
的
強
く
水
中
の
腐
敗
性
の

汚
物
、
そ
れ
に
繁
殖
す
る
徴
生
物

を
食
べ
る
の
で
汚
水
の
浄
化
に
役

立
ち
ま
す
。

大
村
ラ
イ
オ
ジ
ズ
ク
ラ
ブ
で
は

今
年
三
月
に
配
布
し
ま
し
た
が
、

再
度
養
殖
を
し
て
お
り
、
現
在
ま

で
に
約
四
万
尾
を
超
え
る
数
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一

援

護

業

務

の

巡

回

相

談

一
旧
軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属
お

一
よ
び
そ
の
遺
族
の
皆
さ
ん
の
援

一
護
業
務
に
つ
い
て
相
談
を
受
け

-
ま
す
。

…
日
時

10 

月

日

市政だより

t
午
後
四
時
ま
で

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

相
談
員
県
援
護
課
職
員

※
詳
し
く
は
福
祉
課
社
会
係
へ

大
村
錦
鯉
セ
ン
タ
ー

(
原
郷
)

申
込
先
大
村
-
フ
イ
オ
ジ
ズ
ク
ラ

プ
(
東
三
城
町
一

O
l
五
、
電

②
i
一
一
六
一
九
)

午
前
十
時

十
月
三
日

(3) 
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「児童手当が 」
6，500円に増額J

一
無
料
職
業
紹
介
所
を
開
設
し
ま

一
し
た
が
今
年
七
月
ま
で
に
概
ね

↑
六
十
歳
以
上
の
六
百
七
十
七
人 受給資格者は早目に申請を

児
童
の
健
全
育
成
の
た
め
、
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
児
童
手

当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
受

給
資
格
が
あ
り
な
が
ら
、
ま
だ
申

請
を
し
て
い
な
い
人
は
、
至
急
福

祉
課
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

受
給
資
格
次
の
要
件
に
あ
て
は

ま
る
こ
と

。
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以

上
養
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

一
人
が
義
務
教
育
終
了
前
の
児

童
(
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で

の
児
童
)
で
あ
る
乙
と

。
前
年
の
収
入
が
一
定
の
額
に
満

た
な
い
乙
と
(
所
得
制
限
が
あ

る
)

当の。改
の所。正な
額得。さお
が割。れ
六。の。、児
千。な。十童
五。ぃ。月手
百。人。分当
円。の。か法
に。場。らの
増。合。市。ー
額。、民。部
さ手税。が

口
同
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

お

気

軽

に

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
昭
和
五
十
年
二
月
に
高
齢
者

の
求
職
者
の
う
ち
四
百
九
十
人

J、
ど

う

ぞ

が
就
職
で
き
、
事
業
所
な
ど
で

も
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

は
お
気
軽
に
お
申
込
み
下
さ
い

な
お
、
従
業
員
を
雇
い
入
れ

ら
れ
る
事
業
所
で
は
、
臨
時

れ
ま
す
。
増
額
さ
れ
た
分
は
五
十

五
年
二
月
振
込
み
分
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

児

童

扶

養

手

当

特
別
児
童
扶
養
手
当

福

祉

手

当

八
月
分
か
ら
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
福
祉
手
当

が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

〔
児
童
扶
養
手
当
〕

乙
の
手
当
は
、
不
幸
に
し
て
父

と
生
活
を
と
も
に
で
き
な
い
児
童

ま
た
は
父
が
障
害
者
な
ど
の
児
童

の
母
、
ま
た
は
母
に
か
わ
っ
て
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す

手
当
の
額
(
カ
ッ
コ
内
は
旧
手
当
)

(
例
え
ば
庭
の
掃
除
、
除
草
、

植
木
の
手
入
れ
な
ど
)
、

ノ.

ト
に
か
か
わ
ら
ず
求
人
の
申
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
大
村
市
高
齢
者
無

料
職
業
紹
介
所
(
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
宮
③
|

一
三
五

一
)
へ

※ 

清
掃
課
の
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す

代
表

8
月
分
か
ら
増
額

児
童
一
人
の
場
合
月
額
二
万
六

千
円
(
二
万
千
五
百
円
)
、
児

童
が
二
人
の
場
合
月
額
二
万
八

千
円
(
二
万
三
千
五
百
円
)
で

児
童
が
三
人
以
上
の
場
合
は
一

人
増
え
る
ご
と
に
月
額
四
百
円

増
額
さ
れ
ま
す

〔
特
別
児
童
扶
養
手
当
〕

こ
の
手
当
は
、
身
体
ま
た
は
精

神
に
障
害
が
あ
る
児
童
を
養
育
す

る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母

に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
額
(
カ
ッ
コ
内
は
旧
手
当
)

児
童
一
人
に
つ
き
重
度
障
害
児

は
月
額
三
万
円
(
二
万
四
千
八

百
円
)
、
中
度
障
害
児
は
月
額

二
万
円
(
一
万
六
千
五
百
円
)

〔
福
祉
手
当
〕

こ
の
手
当
は
、
身
障
法
の
一
級

と
二
級
の
一
部
の
重
度
障
害
者
並

び
に
最
重
度
の
精
薄
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
(
た
だ
し
、
施
設
入
所

③

l

コ二

0
0
10 
月

用
、
障
害
者
に
対
す
る
年
金
受
給

者
を
除
く
)

手
当
の
額
月
額
八
千
円
(
六
千

二
百
五
十
円
)

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
と
特
別

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
、
九

明日からの雇用プランに

身障者を

9月は促進運動月間

障
害
者
の
福
祉
の
基
本
は
障
害

者
が
残
存
能
力
を
活
か
し
、
働
く

場
を
得
て
健
康
な
人
と
と
も
に
社

会
経
済
活
動
に
参
加
し
、
生
き
が

い
を
見
出
し
て
い
く
乙
と
に
あ
り

ま
す
。各

事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は

障
害
者
の
雇
一
用
促
進
に
つ
き
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
障
害

日

か

ら

月
十
日
ま
で
に
所
得
状
況
届
を
提

出
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人
は

至
急
印
か
ん
と
証
書
を
持
っ
て
福

祉
課
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

者
の
残
存
能
力
を
活
か
す
た
め
各

種
援
護
制
度
を
活
用
し
、
障
害
者

を
一
人
で
も
多
く
雇
用
さ
れ
、
障

害
者
の
方
々
の
経
済
的
自
立
、
並

び
に
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
て
頂

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

職
業
相
談
に
つ
い
て
は
、
毎
月

第
二
・
第
一
ニ
・
第
四
火
曜
日
の
午

前
中
公
共
職
業
安
定
所
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
手
話
協
力
員
が
協
力
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
福
祉
課

共
職
業
安
定
所
へ

ま
た
は
公
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『
d

」

み
巴コ

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を

隣
人
に

共
同
募
金
運
動

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
、
赤
い

羽
根
の
「
共
同
募
金
運
動
」
が
始

ま
り
ま
す
。

乙
の
運
動
は
、
お
互
，
い
の
助
け

合
い
精
神
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た

ち
の
手
で
、
め
ぐ
ま
れ
な
い
人
た

ち
の
生
活
の
向
上
を
は
か
る
な
ど

の
福
祉
活
動
に
必
要
な
資
金
を
集

め
る
も
の
で
す
。

乙
の
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

赤
い
羽
根
は
、
困
っ
た
と
き
は
お

互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
、
住
み

よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
い

m月
1
日
か
ら

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
を
表
し
た

も
の
で
す
が
、
古
く
は
、
あ
の
ロ

ピ
ジ
フ
ッ
ド
も

P

正
義
と
勇
気
'

の
し
る
し
と
し
て
帽
子
に
つ
け
て

い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

昨
年
は
、
全
国
で
約
百
四
十
三

億
円
の
募
金
が
集
ま
り
、
生
活
に

困
っ
て
い
る
人
や
社
会
福
祉
施
設

な
ど
に
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

百
四
十
三
億
円
と
い
い
ま
す
と

国
民
一
人
当
た
り
に
し
て
百
四
十

二
円
の
募
金
を
い
た
だ
い
た
乙
と

に
な
り
ま
す
。

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

今
年
の
本
市
の
目
標
額
は
五
百

八
万
七
千
円
で
す
。

あ
か
る
く
、
し
あ
わ
せ
な
社
会

を
築
く
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
暖
か

い
ご
援
助
と
ど
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。今

年
も
、
あ
な
た
の
胸
に

H

正

義
と
勇
気
d

の
赤
い
羽
根
を
l
。

少年 の 家 出 を

悩みは早目に相談を

つζ
 

防

毎
年
九
月
に
は
、
夏
休
み
中
の

遊
び
癖
か
ら
家
出
す
る
少
年
が
増

え
ま
す
。

警
察

・
防
犯
協
会
で
は
少
年
の

家
出
防
止
と
、
家
出
し
た
少
年
の

発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

家
出
少
年
は、

非
行
に
走

っ
た

り
、
犯
罪
の
被
害
に
か
か
り
ゃ
す

い
の
で
、
一
日
も
早
く
発
見
し
保

護
し
て
や
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
出
の
疑
い
が
あ
る
少
年
を
発

見
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
警
察
か
少

年
補
導
員
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
子
ど
も
さ
ん
の
こ
と
で

悩
み
が
あ
る
方
は
早
目
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

虐
待
や
酷
使
さ
れ
た
り
、
そ
の

他
福
祉
を
害
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

少
年
や
、
少
年
に
害
を
与
え
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
も
目
を
配
り
ま

'し
ょ・
っ
。

健
康
な
と
き
に

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

最
近
、
交
通
事
故
や
労
働
災
害

の
多
発
、
ま
た
、
輸
血
を
必
要
と

す
る
疾
病
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て

緊
急
か
っ
、
多
量
の
輸
血
用
血
液

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

医
学
の
進
歩
に
よ
っ

て
血
液
の
各
成
分
だ
け
を
輸
血
す

る
場
合
が
多
く
な
り
、
そ
れ
だ
け

血
液
の
必
要
量
も
増
え
て
き
ま
し

た
。

い
ま
、

市
内
の
病
院
で
は
毎
月

約
千
本
(
一
本
二
百
ミ
リ
リ

ッ
ト

ル
)
以
上
の
血
液
が
必
要
で
す
。

人
の
た
め
、
わ
が
身
の
た
め
に

健
康
な
と
き
に
献
血
に
ど
協
力
下

大』い。

@
官
期
献
血
目

。
毎
月
第
三
木
曜
日

(九
月
は
二

十
日
)

〔
市
役
所
前
〕
午
前
十
時
l
正
午

〔
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
〕
午
後
一
時

t
三
時

お
年
寄
り
ゃ
障
害
者
と
税
金

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
目
。

人
)
で
、
所
得
が

一
定
額
以
山

「
ま
た
、
十
五
日

I
二
十
二
日
ま
下
の
お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
山

♂
で
は
老
人
福
祉
週
間

で

す

。

い

る

人

は

、

配

偶

者

控
除
、

国
は
、
財
政
支
出
の
面
で

社

扶

養
控
除

一
人
当
り
二
十
九

一日

へ
会
福
祉
を
充
実
す
る

一

方

、

お

万

円

の

代
り
に
三
十
五
万
円
山

V

年
寄
り
ゃ
障
害
者
に
は
税
金
の
(
ま
た
は
四
十
万
円
)
が
控
山

V

面
で
も
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
除
で
き
ま
す
。

山
@
六
十
五
歳
以
上
で
所
得
額
が
@
納
税
者
本
人
や
扶
養
し
て
い
~

一
千
万
円
以
下
の
人
は
、
所
る
親
族
で
、
心
身
に
障
害
が

ザ

得
税
を
計
算
す
る
と
き
次
の
あ
る
人
が
い
る
と
き
は
障
害
「

控

除

が

あ

り

ま

す

。

者

控

除

と

し

て

一

人

当

り

二

九

〔
老
年
者
控
除
〕

基
礎
控
除
や

十
三
万
円
(
重
度
の
障
害
者
九

扶
養
控
除
の
ほ
か
に
二
十
三
は
三
十
一
万
円
)
を
所
得
額
ヤ

万
円
の
控
除
が
あ
り

ま

す

。

か

ら

控

除
で
き
ま
す
。

〔
老
年
者
年
金
特
別
控
除
〕
国
@
相
続
人
が
心
身
に
障
害
の
あ

V

民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
る
場
合
は
、
相
続
税
額
か
ら
-U

公
的
年
金
や
恩
給
の
収
入
金
障
害
者
控
除
を
差
引
く
乙
と
山

額
か
ら
給
与
所
得
控
除
の
ほ
が
で
き
ま
す
。
控
除
額
は
、

か
に
七
十
八
万
円
の
控
除
が

，

七
十
歳
か
ら
そ
の
相
続
人
の

h

あ
り
ま
す
、

年
齢
を
差
引
い
た
年
数
に
三

V

へ
@
生
計
を
一
に
す
る
七
十
歳
以

万
円
〈
重
度
の
障
害
者
は
六
ザ

上
の
親
族
(
障
害
者
で
な
い
万
円
)
を
か
け
た
金
額
で
す
ハ
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i2月五 ;

注
射
と
検
診

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

赤
ち
ゃ

ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
は

お
で
か
け
下
さ
い
。

な
お
、
大
村
保
健
所
で
行
っ
て

い
ま
し
た
乳
児
相
談
は
、
十
月
の

み
市
役
所
第
二
会
議
室
で
行
い
ま

す
。

10月の妊婦と乳幼児の健康相談日程

|百!時間 |場所 l 対 象 1

1 2 1 9 :ト川~I市役所第2会議室|生後初月までの乳円
l"lf:正面-15:00在京百子哀調妊婦と乳幼児 | 

1
8
叩吋1:00| l i |竹松出張 所|乳幼児 i 13: 00-15: 001 r. U '7'J / ~ 

山づ134市役所第2会議室叶6カ月例
13:30.....15:00鈴田出張所妊婦と乳幼児 1 

161 9: 30.....11: 001市役所第2会議室|生後7カ月以上の乳児i
22L 9:30-11:001萱 瀬出張所|妊婦と乳幼児

10月の日曜・祭日当番医

日 診療科目 |病医院名 !所在地 l電話

内・皮膚 2-3574 
7 
眼 2-2711

内 2-3878
10 

内 2-3505

内 2-3000

科4|朝長医 剥

1
普
Z
車
J
普日

b(

-3268 

岩崎眼科西本町2-3435

内
科科||
近藤医院

28 杭
2
丁出津

目 2-3070 外・内佐藤外科

※ 

市

立

病

院

の

面

会

時

間
-
胃
ガ
ン
検
診
の
結
果

八
月
に
実
施
し
ま
し
た
、
胃
ガ

ン
検
診
の
結
果
は
精
密
検
診
の
通

知
が
九
月
十
五
日
ま
で
に
届
か
な

か
っ
た
人
の
所
見
は
「
異
常
な
し
」

-
で
し
た
。

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

お
子
さ
ん
の
乙
と
や
、

妊
娠
ま

た
は
避
妊
な
ど
に
つ
い
て
相
談
が

あ
る
人
、
血
圧
が
気
に
な
る
人
な

ど
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

場

所

市

役

所
健
康
相
談
室

午前 9時~午後s時

10月の健康相談日程

!日1- 9:立:00 13:
容

i
子妊婦相談 |一 般百

|乳幼児相 談 |妊婦教室 (第1回)I 

171乳幼児相談 面五室 (第2回)|

|互l
三 :三::001百 両@l)I 

診療時間

※
乳
幼
児
相
談
は
、
主
に
一
歳
過

ぎ
の
お
子
さ
ん
の
し
つ
け
や
発

育
面
な
ど
の
相
談
に
ご
利
用
下

さ
い
。午

後
2
時

1
8
時
ま
で

-3歳
児
健
康
診
査

対
象
昭
和
五
十
一
年
三
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
五

十
年
九
月

t
五
十
一
年
二
月
生

ま
れ
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受

け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診
し
て

下
さ
い

日
時
九
月
二
十
七
日

午
前
九

時

t
十
時
、
午
後
一
時

I
二
時

受
付

場
所

市
役
所
第

一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

ス

ポ

i
、y

-
第
日
田

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

(
中
学
生
男
・
女
)

十
月
二
十
日
(
土
)
、

十

一
日
(
日
)

〔
開
会
式
〕
二
十
日
午
後
二
時

場
所

市
民
体
育
館
ほ
か

申
込

参
加
チ
l
ム
は
十
月
六
日

ま
で
に
教
育
委
員
会
体
育
課

へ

※
申
込
書
な
ど
は
登
録
少
年
団

へ

日

時
(
日
曜
・
祝
祭
日
は

直
送
し
ま
す
。

-
市
長
杯
(
兼
県
体
予
選
)

車

球

大

会

九
月
三
十
日
(
日
)

午
前
十
時
試
合
開
始

場

所

市

民

体
育
館

種
目
小
学
男
・
女
、
中
学
男
・

女
、
一
般
男
・
女
、
壮
年
(
三

十
五
歳
以
上
)
男
、

婦
人

試
合
方
法
シ
ン
グ
ル
ス

参
加
資
格
市
内
在
住
者

参
加
料
小
学
・
中
学
二
百
円

一
般
三
百
円

申
込
締
切
九
月
二
十
六
日

申
込
先

教
育
委
員
会
体
育
課

主

催

大

村

卓
球
協
会

後

援

市

教
育
委
員
会

日
時

-
少
年
柔
剣
道
練
成
大

会
成
績

第
二
十
回
大
村
市
少
年
柔
剣
道

練
成
大
会
(
柔
道
H

武
道
館
・
剣

道
H

市
民
体
育
館
)
が
八
月
十
九

日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
大
会
は
、

少
年
の
健
全
育

成
と
犯
罪
防
止
活
動
の

一
環
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
日
頃
、
各

道
場
や
学
校
で
心

・
技
の
鍛
練
に

励
ん
で
い
る
少
年
・
少
女
七
百
人

が
熱
戦
を
展
開
、
父
兄
の
さ
か
ん

な
声
援
を
受
け
ま
し
た
。

@
柔
道

午
前
9
時

i
午
後
8
時
ま
で
)

ー

団

体

〔小
学
の
部
〕
①
西
大
村
②
大
村

③
三
城

〔
中
学
の
部
〕
①
玖
島
中
A
②
西

中
A
@
西
中
B

ー

個

人

|

〔申
学
一
年
〕

①
森
真

一
郎
H

西

中
②
松
浦
祐
寿
日
西
中
@
山
添
義

男
H

玖
島
中
、
辻
和
則
H

郡
中

〔中
学
二
年
〕
①
石
丸
勝
也
H
玖

島
中
@
北
川
和
孝
H

玖
島
中
@
長

岡
晃
史
H
郡
中
、
岩
本
義
久
U

玖

島
中〔

申
学
三
年
〕
①
北
平
辰
実
H

玖

島
中
②
長
谷
和
弘
H
西
中
③
森
洋

1
玖
島
中
、
一
瀬
元
己
H

西
中

@
剣
道

ー

団

体

|

〔小
学
の
部
〕
①
徴
神
堂
A
②
今

村

A
③
諏
訪
A
、
坂
口
A

〔中
学
の
部
〕
①
植
松
②
徴
神
堂

③
諏
訪
、
松
原

-
県
老
人

ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時
十
月
二
十
四
日

場
所

諌
早
市
県
営
陸
上
競
技
場

※
九
月
一
日
号
(
二
ペ
ー
ジ
)
で

も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
日

時
を
間
違
っ
て
十
月
二
十
六
日

と
し
て
い
ま
し
た
。
お
わ
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。(市

福
祉
課
)
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※ 

清
掃
課
の
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す

代

表

④

l
=
二

0
0

日

募

集

-
市
立
病
院
嘱
託
員

職
種
宿
・
日
直
業
務
(
患
者
受

付
業
務
な
ど
に
従
事
)

募
集
人
員
若
干
名

受
験
資
格
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

が
、
昭
和
二
年
四
月
二
日

t
十

九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子

採
用
条
件
市
内
居
住
者
に
限
る

受
付
期
間
九
月
二
十
日

t
二
十

九
日
(
正
午
)
ま
で

※
詳
し
く
は
市
立
病
院
庶
務
係
へ

講

習

会

一
交
通
事
故
相
談

.

(

毎

月

第

四

火

曜

日

)

一

日

時

九

月

二

十

五

日

午

前
十
時

t
午
後
三
時

…
厚
生
・
国
民
年
金
相
談

-

版

画

教

室

版
画
(
木
版
画
〉
の
基
礎
か
ら

学
習
し
、
人
物
・
年
賀
状
な
ど
の

作
成
を
行
い
ま
す
。

十
月
十
五
日

t
二
月
四
日

〈
毎
週
月
曜
日
・
午
後
七
時
l

九
時
・
十
五
回
)

期
間

場
所

中
地
区
公
民
館

対
象

成
人

定
員

二
十
人

受
講
料

無
料
(
教
具
・
教
材
費

は
必
要
で
す
〉

講
師

岩
永
憲
治
先
生

申
込
先
中
地
区
公
民
館

(
曾
③

ー
一
三
七
六
)

※
九
月
二
十
五
日
か
ら
受
付
開
始

日
時時

十十毎
分月月
t四第
午日一
後木
三 午 曜
時前日
九)午

|相談|

/行¥
jおっ市 1
l気て民 l
i軽い相 i

にま談 1
jごす室 l
:相で !

i警支 l
iさて j

;い ?l

(
毎
月
第
四
水
曜
日
)

日
時
九
月
二
十
六
日

前
十
時

t
午
後
三
時

人
権
(
身
の
よ
)
相
談

• ぉ

教

室

や

つ

家
庭
で
で
き
る
お
や
つ
づ
く
り

の
教
室
を
夜
に
開
き
ま
す

期
間
十
月
十
一
日

t
十
二
月
二

十
日
(
毎
週
木
曜
日
、

午
後
七

時

t
九
時
・
十
回
)

場
所
中
地
区
公
民
館

対
象

婦
人

定
員
三
十
人

受
講
料
無
料
(
材
料
費
は
実
費
)

講
師
山
口
貞
子
先
生

申
込
先
中
地
区
公
民
館

(
富
③

ー

一
三
七
六
)

※
九
月
二
十
五
日
か
ら
受
付
開
始

-

手

あ

み

教

室

か
ぎ
あ
み
、
棒
あ
み
な
ど
基
礎

か
ら
応
用
ま
で
、
初
心
者
を
対
象

に
手
あ
み
教
室
を
聞
き
ま
す
。

期
間
十
月
三
日

t
十
二
月
五
日

(
毎
週
水
曜
日
、
午
後
一
時
三

十
分

t
三
時
三
十
分
)

場
所
中
央
公
民
館

対

象

婦

人

定
員
三
十
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師
鎌
田
昌
子
先
生

申
込
先
中
央
公
民
館

(
富
②
|

四
三
二
一
)

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま

す。

叩

月

1

か

ら

-

働

く

婦

人

の

き

も

の

着

付

教

室

働
く
婦
人
を
対
象
に
和
服
着
付

の
基
礎
か
ら
、
帯
の
結
び
方
、

訪

問
着
、
式
服
の
美
し
い
着
付
に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。

期
間
十
月
三
日

t
十
二
月
五
日

(毎
週
水
曜
日
、

午
後
七
時
l

九
時
)

場
所
中
央
公
民
館

対
象
働
く
婦
人

定
員
二
十
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師
松
永
ま
さ
枝
先
生

申
込
先
中
央
公
民
館

(
歯
切
|

四
三
二
一
〉

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま

す。

申
込
先

中
央
公
民
館

(雷
②

四
三
二
一
)

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま

す。
-

青

年

教

室

青
年
期
に
必
要
な
知
識
や
技
能

を
学
習
し、

青
年
と
し
て
の
教
養

と
仲
間
づ
く
り
を
行
う
青
年
教
室

を
聞
き
ま
す
。
多
数
ど
参
加
下
さ

期
間
十
月
二
日

l
十
二
月
二
十

九
日
(
主
に
毎
週
火
曜
日
、
午

後
七
時

t
九
時
)

場
所
主
に
中
央
公
民
館

対

象

勤

労
青
年
男

・
女

定
員
二
十
人

学
習
内
容

ω市
内
の
文
化
財
、

史
跡
探
訪
(
郷
土
愛
を
育
て
る

.

働

く

婦

人

の

と

と

も

に

、

文

化

財

愛

護

の

認

組

ひ

も

教

室

識

を

高

め

る

)

美
し
い
実
用
的
な
、
い
ろ
い
ろ

o
大
村
の
歴
史
に

つ
い
て
(
講
義
)

な
グ
組
ひ
も
4

作
っ
て
み
た
い
と

o
郷
土
史
に
つ

い
て
と
も
に
語
ろ

思
っ
て
お
ら
れ
る
皆
さ

ん

の

た

め

う

(

討

議
)

の
グ
組
ひ
も
教
室
'
を
聞
き
ま

す

。

史

跡

・
文
化
財
(
実
習
・
調
査
)

期
間
十
月
一
日

t
十
二
月
三
日
嗣
他
市
青
年
学
級
生
及
び
教
室
生

(
毎
週
月
曜
日
、
午
後
七
時
J

と
交
換
研
修
)
(
宿
泊
研
修
)

九
時
)

o

青
年
学
級
・
教
室
の
現
状
と
展

場
所
中
央
公
民
館

望

(
講
義
)

定
員
二
十
人

。
登
山
の
つ
ど
い
(
研
修
)

対

象

婦

人

。
わ
が
教
室
を
語
り
、
望
ま
し
い

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)
、

あ
り
方
を
求
め
る
(
討
議
)

講
師
山
佐
々
恵
子
先

生

受

講

料

無

料

(

教

材

費

は

実

費

)

申
込
方
法
十
月
一
日
ま
で
に
電

話
で
社
会
教
育
課
へ

※
学
習
内
容
に
よ
っ
て
日
時
、
場

所
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

圃
職
業
訓
練
指
導
員

講

習

会

職
業
訓
練
指
導
員
の
資
格
を
与

え
る
た
め
の
講
習
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
希
望
者
は
受
講
し
て
下
さ

な
お
、
乙
の
講
習
会
を
受
講
し

指
導
員
免
許
を
取
得
さ
れ
た
人
は

一
級
技
能
士
検
定
試
験
を
受
験
す

る
際
、
当
該
免
許
職
種
に
関
す
る

学
科
試
験
免
除
の
特
典
が
あ
り
ま

す
。

講
習
期
間
十
月
十
五
日

t
二
十

日
ま
で

場
所
県
立
島
原
専
修
職
業
訓
練

校
(
島
原
市
南
崩
山
町
)

職
種

園
芸
、
造
園
、
溶
接
、

電

気
、
自
動
車
整
備
機
械
、
洋

裁
、
洋
服
、
木
工
、
印
刷
、
土

木
、
建
築
科
ほ
か
六
十
科
目

受
講
資
格
一
級
技
能
検
定
に
合

格
し
た
人
ま
た
は
免
許
職
種
の

実
務
経
験
が
十
五
年
以
上
の
人

申
込
締
切
十
月
五
日

申
込
先
県
職
業
訓
練
課
(
長
崎

市
江
戸
町
二
l
一
三
)

※
詳
し
く
は
県
職
業
訓
練
課
ま
た

は
市
商
工
観
光
課
へ
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も

よ

お

し

-
移
動
芸
術
祭

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「ジ
l
ザ
ス
・
ク
ラ
イ
ス
ト

H

ス
ー
パ
ー
ス
タ

i
」
公
演

文
化
庁
で
は
、
す
ぐ
れ
た
舞
台

芸
術
を
よ
り
多
く
の
人
に
鑑
賞
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
移
動
芸
術
祭

と
し
て
巡
回
公
演
を
行
っ
て
い
ま

す。
今
回
の
公
演
は
、
芸
術
選
奨
文

部
大
臣
賞
に
輝
く
名
舞
台
「
ジ

i

ザ
ス
・
ク
ラ
イ
ス
ト
H
ス
ー
パ
ー

ス
タ
l
」
が
劇
団
四
季
に
よ
っ
て

公
演
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

を
き
っ
と
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

日
時

十
一
月
二
十
五
日
(
日
)

午
後
六
時
三
十
分
間
演

s

，、-
f

，，r
，zr
、J
一1・a
、f
，

E

，、-fe
，ra'df
、，-
'
t
i

、f
，，Jt
J
z

，r'
'
J

、，匂
'
t
i

、f
，，，z

司、
一
f
p

，f，一J
A

一

み

ん

な

の

ス

ポ

ー

ツ

で

~

一

体

力

づ

く

り

を

一

ん
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
健
康
を
検
討
の
?
え
補
助
金
を
交
付
~

ν

増

進

す

る

た

め

「

体

育

の

日

」

す

る

予

定

で

す

。

い

~
を
中
心
と
し
て
「
市
民
ス
ポ

l

期
間
九
月
二
十
二
日

i
十
月

V

~

ツ

月

間

」

を

実

施

し

ま

す

。

二

十

一

日

〉

叩

期

間

中

、

町

内

会

・

公

民

館

提

同

期

限

十

月

六

日

何

〈
職
場
な
ど
で
ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
提
出
先
教
育
委
員
会
体
育
課
ん

、
実
施
さ
れ
る
場
合
は
計
画
書
を
※
詳
し
く
は
体
育
課
へ
)

J

提
出
し
て
下
さ
い
。

(
e
f
'

、r'
'
J

、，‘三、，、
f
z
J

‘-J'
‘J'
'
J

、，-三-，、
f
'
'
'
t
-J
-

、，f
，J
、E
、，'z
，、f
，，，‘，
f

一司/''ご、、、，

前
売
券
発
売
所
森
竹
電
気
居
、

ア
オ
パ
ラ
ジ
オ
庖
、
原
田
楽
器

居
、
牧
島
楽
器
居
、
長
崎
書
居

商
工
会
議
所
、
市
役
所
市
民
相

談
語
、
中
央
公
民
館
、
中
地
区

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

一

次
郎
)
五
万
円
マ
満
井
国
治
マ
貞
松
フ
ミ
子
(
一
の
郷
)
五
一

一

一
香

典

返

し

一
敬

称

略

(

諏

訪

三

丁

目

・

亡

母

ツ

タ

)

千

円

五
万
円

マ
別
頭
ツ
マ
子
(
諏
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
一

訪
一
丁
目
・
亡
夫
才
吉
)
五
万
マ
木
下
ゆ
か
り
(
久
原
郷
)
一
一

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

円

マ

平

石

正

博

(

今

村

郷

・

万

七

千

二

百

八

十

二

円

を

大

村

一

一

玄

別

田

昭

雄

(

東

三

城

町

・

亡

亡

父

吉

貰

)

五

万

円

子

供

の

家

へ

一

一

父

徳

次

)

前

田

正

幸

(

玖

島

町

清

和

園

へ

一

一
-

鐘

寄

付

敬

称

略

マ

田

中

良

子

A

久
原
郷
)
雑
誌
一

一

・

て

父

徳

次

)

三

十

万

円

マ

四

十

一

冊

V
内
本
芳
明
(
徳
一

一

平

川

郁

子

(

一

の

郷

・

亡

夫

喜

社

会

福

祉

事

業

費

へ

泉

川

内

郷

)

新

聞

一

カ

月

分

一

場
所

市
民
会
館
ホ

l
ル

漬
目
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ジ

l
ザ

ス
-
ク
ラ
イ
ス
ト
H

ス
l
バ

l

ス
タ
l
」

演
出
日
浅
利
慶
太

出
演
日
鹿
賀
丈
史
、
滝
田
栄

久
野
綾
希
子
、
光
枝
明
彦
、

沢
木
順
ほ
か

入
場
料

一
般
H
千
八
百
円

(
当
日
二
千
円
)

小
中
高
生
H

七
百
円

(
当
日
九
百
円
)

前
売
開
始

九
月
二
十
五
日

公
民
館
、
教
育
委
員
会

※
詳
し
く
は
社
会
教
育
課
へ

-
市
民
劇
場

第
印
回
例
会

芸
能
座
「
し
み
じ
み
日
本
・
乃

太
大
将
」

日
時
九
月
二
十
八
日

場
所
市
民
会
館

主
催
大
村
・
諌
早
市
民
劇
場

※
詳
し
く
は
大
村
・
諌
阜
市
民
劇

場
(
曾
③
l
一
二
七
二
九
)
ま
た

は
社
会
教
育
課
へ

-
大
村
子
ど
も
劇
場

第

η
回
例
会

劇
団
風
の
子
「
陽
気
な
ハ
ン
ス
」

日
時
・
場
所

。
十
月
二
日

市
民
体
育
館

午
後
六
時
三
十
分
間
演

。
十
月
三
日
向
陽
高
校
体
育

館
午
後
六
時
三
十
分
間
演

主
催
大
村
子
ど
も
劇
場

※
詳
し
く
は
大
村
子
ど
も
劇
場
事

務
局
(
曾
③
|
七

O
六
三
)
ま

た
は
社
会
教
育
課
へ

-
無
料
法
律
相
談

大
村
裁
判
所
及
び
大
村
調
停
協

会
で
は
、
無
料
法
律
相
談
を
聞
き

ま
す
。離

婚
・
相
続
・
家
事
そ
の
他
の

法
律
問
題
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

日
時
十
月
三
日
午
前
九
時
三

十
分

t
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

計

量

器

定

期

検

査

叩

月

1

計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
の
で
、
商
居
・
学

校
・
病
院
・
官
公
署
な
ど
で
使
用

さ
れ
て
い
る
計
量
器
(
商
取
引
・

証
明
な
ど
)
は
も
れ
な
く
検
査
を

日

15 
日

受
け
て
下
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
印
鑑
、
手
数
料

(
指
示
ば
か
り
二
十
河
ま
で
一
台

百
円
)
を
ど
持
参
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
へ

!月 場 所 時 間

10/ 1 I 今村公民館 1 10:00~12:00
三浦出張所 13:00~15:00

大多武婦人ホーム 13:00~15:00 

農協萱瀬支所 13:00~15:00

~~~ ~ I竹松出張所 I10/ 5 I "'~ '-'-' .~ u， I 13 ・ 00~15:00

川松原出 張所「叩iド1ル0:0
福重出張所 13:00~15:00

1川 諏訪公民館lm~ll 

13:00~15:()0 I 

10/11 [中地区住民センター

10/12 I市民会館 H 

10/15 ¥市 役 所 i /ノ

計量 器定期検査日程
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